
様式第 2号(第 8条関係) 

島本町障害者施策推進協議会 要点録 

（令和 3年 2月 15日作成） 

1 
会 議 の 名 称 令和２年度第３回・島本町障害者施策推進協議会 

2 会議の開催日時 令和３年 1月 18日(月) ※書面により開催 

3 会議の開催場所   公開の可否  

4 事務局(担当課) 健康福祉部福祉推進課 傍聴者数  

5 非公開の理由 

（非公開 (会議の一部非

公開を含む｡)の場合） 

 

6 
出 席 委 員 

 

小寺会長、峯森副会長、赤塚委員、井戸委員、岩田委員、加藤委員、河野委

員、菊山委員、幸島委員、徐委員、花田委員、森委員、陸野委員 

        (以上 13名／意見書の提出があった方を出席とする) 

7 
会 議 の 議 題 

(1) 「第６期障害福祉計画（第２期障害児福祉計画）」の素案について 

(2) その他 

8 

配 布 資 料 

 資料８ 「第６期島本町障害福祉計画（第２期島本町障害児福祉計画）」 

の素案（修正後） 

 資料８に係る説明原稿 

9 審議等の内容 別紙のとおり 
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令和２年度第３回・島本町障害者施策推進協議会 要点録 
（令和 3 年 1 月 18 日（月）書面開催） 

意見及び対応 

令和２年度第３回島本町障害者施策推進協議会の書面開催により、各委員から以下のような意見

をいただき、対応した。 

 

意 見  

自立支援協議会の役割について、いずれかの箇所に加えることはできないか。 

・地域移行 ・医療的ケアの体制づくり ・相談支援体制の強化 ・計画の進捗管理 

 

対 応  

９ページ 「（６）地域移行、地域生活の維持及び継続の推進」中に「自立支援協議会の役割 

強化」の文言を追加した。 

 

意 見  

前回協議会で質問した「精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築」の「にも」の言葉 

について、国においても意見が交わされており、「にも」にする理由が分かったので理解できた。 

 用語説明のた行に「地域共生社会」の文言を追加してはどうか。 

 農福連携について、本計画に盛り込むよう提案する。 

 

対 応  

２点目について、４５ページ 「用語説明 た行」に「地域共生社会」の用語説明を追加した。 

３点目について、本計画で触れることはないが、次期障害者計画（令和５年度に見直し）で盛り 

込むことを検討する。 

 

意 見  

障害者の「害」の文字は、大阪府ではひらがなを使っているが、島本町の考えはどうか。 

 

対 応  

本町では、国にならい漢字表記としている。今後、国や対市町村の動向を踏まえ検討していく。 

 

意 見  

４３ページ 「用語説明」さ行 支援学校の説明について、「視覚障害、聴覚障害、知的障害、 

肢体不自由等」とあるが、「病弱（身体虚弱を含む）」を「等」で表記するのは不適切である。 

 

対 応  

上記意見のとおり、「病弱（身体虚弱を含む）」を追加した。 
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その他 

今後のスケジュールについて 

 １月２６日から２月２４日までパブリックコメントを募集する。 

 同時期大阪府と法定協議にかかる事前協議を行う。 

 パブリックコメント募集後、意見集約したうえで、３月中旬に第４回協議会を開催予定である。  

 

＜閉 会＞ 


